
訓練の成果を披露
　５月ごろから訓練を始めた成果を披露する、平成 29 年
度長島町消防操法大会が、７月２日、蔵之元漁港で開催さ
れました。　　　　　　　　　　（関連記事＝Ｐ４，５）



↑テープカットし完成を祝う関係者ら

長島町
議会
定例会

長
島
町
役
場
支
所
設
置
条
例
な

ど
を
可
決

　

平
成
18
年
３
月
に
新
長
島
町
が
誕

生
し
て
以
来
、
町
で
は
、
両
庁
舎
に

総
合
支
所
的
機
能
を
持
た
せ
た
分
庁

方
式
を
採
用
し
、
合
併
直
後
の
混
乱

や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぐ

行
政
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
分
庁
方
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

庁
舎
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
庁

舎
改
修
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
業
務
ご

と
に
窓
口
が
あ
る
庁
舎
が
異
な
る
た

め
に
、町
民
へ
負
担
が
か
か
っ
た
り
、

複
数
部
門
に
ま
た
が
る
業
務
の
調
整

が
困
難
で
非
効
率
で
あ
っ
た
り
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年

12
月
の
長
島
町
行
政
改
革
推
進
委
員

会
（
第
一
次
）
や
、
平
成
24
年
３
月

の
長
島
町
町
有
施
設
の
あ
り
方
検
討

↑平成 33 年４月から指江支所となる役場指江庁舎

平
尾
浜
漉
線
が
完
成

　

６
月
９
日
、
平
尾
地
区
で
平
尾

浜
漉
線
道
路
改
良
工
事
（
萩
之
牟

礼
交
差
点
～
浜
漉
間
）
の
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
路
線
は
、
県
道
長
島
宮
之

浦
港
線
か
ら
萩
之
牟
礼
集
落
を
通

り
、
浜
漉
集
落
へ
つ
な
が
る
唯
一

の
幹
線
道
路
で
す
。こ
の
区
間
は
、

線
形
・
幅
員
・
勾
配
な
ど
が
悪
く

車
両
や
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て

い
ま
し
た
。
小
中
学
校
の
通
学
路

で
、
港
湾
陸
揚
げ
や
農
産
物
を
運

ぶ
産
業
道
路
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
本
道
の
改
良
事

業
を
平
成
18
年
度
か
ら
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

改
良
延
長
１
５
７
９
㍍
、
総
事

業
費
５
億
１
３
０
０
万
円
を
投

じ
、
11
年
間
か
け
て
事
業
を
完
了

し
た
こ
の
日
は
、
川
添
町
長
を
は

じ
め
、
平
尾
地
域
の
関
係
者
、
工

事
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
出
席

し
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

長
島
町
と
株
式
会
社
東
郷
（
鹿
児

島
市
・
東
成
生
代
表
取
締
役
）
に
よ

る
、企
業
立
地
協
定
式
が
６
月
26
日
、

中
堂
薗
哲
郎
北
薩
地
域
振
興
局
長
を

立
会
人
と
し
て
、
役
場
庁
議
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
の
統
合
再
編
に
伴
い
３
月
に

閉
校
と
な
っ
た
田
尻
小
学
校
の
学
校

跡
地
活
用
に
つ
い
て
町
が
公
募
し
た

と
こ
ろ
、
同
社
が
応
募
。
企
業
の
立

地
に
よ
る
新
た
な
雇
用
の
確
保
と
地

域
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
得
ら
れ
、

地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
同
学
校
の
用
地
の
売
却
お
よ
び

建
物
の
無
償
譲
渡
が
、
５
月
26
日
に

行
わ
れ
た
臨
時
議
会
で
可
決
さ
れ
、

今
回
の
協
定
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
印
後
、
川
添
町
長
は
「
本
町
の

学
校
統
合
を
進
め
て
い
く
中
で
、
跡

地
活
用
が
緊
急
な
課
題
で
あ
る
が
、

田
尻
小
学
校
跡
地
に
お
い
て
、
株
式

会
社
東
郷
と
い
う
立
派
な
企
業
と
協

定
が
結
べ
て
う
れ
し
く
思
う
。
今
回

は
議
会
も
工
場
を
視
察
し
、
安
心
で

き
る
企
業
と
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
地
元
へ
の
説
明
も
丁
寧
に
行
っ

て
い
た
だ
い
た
。
今
後
、
町
と
し
て

も
会
社
運
営
や
雇
用
対
策
に
で
き
る

だ
け
協
力
を
行
い
、
田
尻
を
拠
点
と

分
庁
方
式
か
ら
本
所
・
支
所
方
式
へ

平
成
33
年
４
月
か
ら
指
江
支
所
に

委
員
会
、
平
成
26
年
２
月
の
長
島
町

行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
第
二
次
）

か
ら
、
新
た
な
行
政
課
題
な
ど
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
の
機
動
的
な
人
員

配
置
や
柔
軟
性
の
あ
る
組
織
・
機
構

を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
庁
舎
利
用

の
機
能
に
つ
い
て
は
、
本
所
・
支
所

方
式
へ
移
行
を
進
め
る
よ
う
答
申
が

出
さ
れ
、
今
回
の
条
例
改
正
・
制
定

上
程
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
可
決
さ
れ
た
条
例
に
よ
り
、

現
在
の
指
江
庁
舎
は
、
平
成
33
年
４

月
か
ら
住
民
生
活
に
直
接
関
わ
り
の

あ
る
窓
口
業
務
な
ど
の
事
務
を
主
に

行
う
指
江
支
所
へ
と
移
行
し
ま
す
。

指
江
支
所
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

支
所
へ
の
移
行
後
、
窓
口
業
務
は

行
う
も
の
の
、
多
く
の
ス
ペ
ー
ス
が

余
る
こ
と
に
な
る
指
江
支
所
の
今
後

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

７
月
に
、
指
江
庁
舎
利
活
用
検
討
委

員
会
へ
諮
問
し
て
お
り
、
同
委
員
会

で
は
審
議
を
重
ね
、
平
成
28
年
11
月

に
指
江
庁
舎
の
利
活
用
案
と
し
て
①

図
書
館
の
設
置
②
生
涯
学
習
施
設
の

設
置
③
高
齢
者
福
祉
施
設
の
設
置
④

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
健
康
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
・
教
室
の
開
設
⑤
北
薩
森
林

　

平
成
29
年
第
2
回
長
島
町
議
会
定
例
会
が
６
月
12
日
に
開
か
れ
、
長
島

町
の
事
務
所
の
位
置
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
や
、
長

島
町
役
場
支
所
設
置
条
例
、
平
成
29
年
度
長
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
３
億
２
３
６
６
万
６
千
円
増
額
・
総
額
１
０
２
億
８
３
８
８
万
１
千
円
）、

町
有
財
産
の
無
償
貸
付
な
ど
計
12
議
案
が
上
程
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、平
成
28
年
度
長
島
町
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
を
報
告
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
島
支
所
の
誘
致
⑥
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
の
人
口
交
流
宿
泊
施
設

⑦
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
誘
致

な
ど
７
項
目
を
、
周
辺
地
域
の
活
性

化
施
策
と
と
も
に
、
利
活
用
に
関
す

る
基
本
方
針
と
し
て
答
申
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
苗

生
産
技
術
の
研
究
な
ど
で
包
括
的
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
、
長
岡
技
術

科
学
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
誘
致
に
活

用
す
る
な
ど
の
意
見
も
で
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
様
々
な
活
性
化

策
な
ど
を
検
討
し
、
有
効
な
利
活
用

方
法
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

水
産
商
工
課

汐
見
地
区
藻
場
造
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
万
円

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事

業
（
２
事
業
）
２
２
５
５
万
８
千
円

漁
港
水
域
機
能
保
全
測
量
計
画
策
定
業

務
委
託
（
伊
唐
北
、観
音
、大
島
、汐
見
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
０
万
円

景
観
推
進
課

だ
ん
だ
ん
市
場
新
設
駐
車
場
実
施
設

計
業
務
委
託　
　

１
５
３
万
９
千
円

ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
整
備
事
業	

　
　
　
　
　
　

１
０
４
２
万
４
千
円

水
道
課

藤
之
元
口
之
福
浦
港
線
の
送
・
配
水

管
布
設
工
事　
　
　
　

５
０
０
万
円

農
林
課

革
新
的
種
イ
モ
生
産
技
術
の
研
究
委

託
事
業　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

イ
ノ
シ
シ
進
入
防
止
柵
設
置

　
　
　
　
　
　

１
２
６
６
万
３
千
円

獅
子
島
地
区
林
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

９
７
８
万
８
千
円

耕
地
課

獅
子
島
片
側
地
区
モ
ノ
レ
ー
ル
取
替

工
事　
　
　
　

３
６
４
０
万
４
千
円

広
野
地
区
ほ
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
万
円

建
設
課

母
良
木
地
区
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業　
　
　
　
　
　
　

６
１
０
万
円

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事

業
（
２
事
業
）
１
７
０
１
万
６
千
円

社
会
教
育
課

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

５
８
０
０
万
円

教
育
総
務
課

鷹
巣
小
学
校
耐
力
度
調
査

　
　
　
　
　
　
　

４
７
９
万
４
千
円

田
尻
を
拠
点
に
最
先
端
製
品
を
製
造

株
式
会
社
東
郷
　
立
地
協
定
調
印
式

　

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

主
な
事
業

総
務
課

多
目
的
広
場
整
備
に
伴
う
工
事
設
計

委
託　
　
　
　

２
２
２
９
万
２
千
円

サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
解
体
工
事
設
計
業

務
委
託　
　
　
　

４
１
９
万
６
千
円

長
島
の
魅
力
を
描
き
出
す
映
画
制
作

委
託　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

田
尻
班
消
防
団
車
両
格
納
庫
新
設
工
事

　
　
　
　
　
　

２
９
１
５
万
３
千
円

企
画
財
政
課

獅
子
島
フ
ェ
ア
・
ウ
ォ
ー
ク
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
３
０
万
円

し
た
世
界
に
通
じ
る
企
業
と
し
て
成

長
し
て
ほ
し
い
」と
歓
迎
し
ま
し
た
。

東
代
表
取
締
役
は
「
大
好
き
な
長
島

町
に
進
出
で
き
た
こ
と
は
大
変
な
喜

び
と
な
っ
て
い
る
。
長
島
町
の
た
め

に
、
日
本
が
掲
げ
て
い
る
地
方
創
生

の
た
め
に
小
さ
な
企
業
で
も
出
来
る

こ
と
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の

長
島
町
か
ら
最
先
端
の
製
品
を
世
界

中
に
販
売
し
て
い
き
た
い
。
町
の
環

境
を
壊
す
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
と

し
た
管
理
体
制
と
雇
用
が
で
き
る
よ

う
に
成
長
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
精
密
プ
レ
ス
金
型
専
門

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
昭
和
60
年
に
鹿

児
島
市
で
創
業
。
最
近
で
は
、
主
に

通
信
機
器
や
自
動
車
に
使
わ
れ
る
金

型
や
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
内
部
の
配

線
に
使
わ
れ
る
薄
板
金
属
の
金
型
、

コ
ネ
ク
タ
ー
金
型
の
製
造
を
行
い
、

国
内
は
も
ち
ろ
ん
中
国
や
台
湾
な
ど

の
海
外
へ
も
供
給
し
て
お
り
、
今
後

さ
ら
な
る
受
注
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
協
定
を
経
て
、
校
舎
建
物

を
工
場
と
し
て
利
用
し
、
現
在
本
社

に
あ
る
製
造
機
器
を
移
設
し
、
金
属

と
樹
脂
の
一
体
成
型
に
よ
る
付
加
価

値
の
高
い
コ
ネ
ク
タ
ー
製
品
を
量
産

化
す
る
計
画
で
す
。

　

同
工
場
の
操
業
は
、
平
成
29
年
10

月
を
予
定
。
初
年
度
の
雇
用
は
11
人

を
予
定
し
、
年
間
約
３
億
円
の
生
産

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

↑調印を終え握手を交わす、中堂薗北薩地域振興局長、東代表取締役、川添町長（写真左から）
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火
災
現
場
を
想
定
し
て
、
機
敏
な

規
律
動
作
と
正
確
な
機
械
器
具
操
作

を
競
う
、
長
島
町
消
防
操
法
大
会
が

７
月
２
日
、
蔵
之
元
漁
港
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
町
内
の
11
分
団

か
ら
ポ
ン
プ
車
の
部
に
11
チ
ー
ム
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
18
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
団
員
ら
が
こ
れ
ま
で
の
厳
し

い
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
訓
練
を
共
に
し
た
団
員

や
そ
れ
を
支
え
て
き
た
家
族
ら
が
見

守
る
な
か
、
指
揮
者
の
「
操
作
始

め
！
」
の
号
令
と
同
時
に
、
操
作
員

は
機
敏
な
動
作
で
ホ
ー
ス
展
張
や
ポ

ン
プ
操
作
を
開
始
。
静
ま
り
か
え
っ

た
会
場
に
は
、
緊
張
感
が
漂
っ
て
い

ま
し
た
。

　

晴
天
の
下
行
わ
れ
た
今
大
会
は
、

ポ
ン
プ
車
の
部
で
諸
浦
分
団
が
３
年

ぶ
り
に
優
勝
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で

は
城
川
内
分
団
城
川
内
班
が
優
勝

し
、
総
合
の
部
で
は
、
平
成
18
年
度

以
来
11
年
ぶ
り
に
諸
浦
分
団
が
見
事

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
主
な
成
績
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

大 

会 

成 

績

総
合
の
部

　

優
勝　

諸
浦
分
団

　

２
位　

城
川
内
分
団

　

３
位　

中
央
分
団

ポ
ン
プ
車
の
部

　

優
勝　

諸
浦
分
団

　

２
位　

蔵
之
元
分
団

　

３
位　

中
央
分
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優
勝　

城
川
内
分
団
城
川
内
班

　

２
位　

城
川
内
分
団
唐
隈
班

　

３
位　

諸
浦
分
団
薄
井
班

個
人
賞

ポ
ン
プ
車
の
部

　

指
揮
者　

白
石　

隆
浩（
諸
浦
分
団
）

　

１
番
員　

宮
路　

成
宏（
中
央
分
団
）

　

２
番
員　

濵
島　

恭
平（
諸
浦
分
団
）

　

３
番
員　

坂
口　
　

卓（
蔵
之
元
分
団
）

　

４
番
員　

橋
元　

幸
平（
諸
浦
分
団
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

指
揮
者　

宮
内
也
寸
志

（
城
川
内
分
団
城
川
内
班
）

　

１
番
員　

野
中　

将
平

（
城
川
内
分
団
唐
隈
班
）

　

２
番
員　

増
田　

翔
太

（
城
川
内
分
団
城
川
内
班
）

　

３
番
員　

飯
尾　

翔
吾

（
城
川
内
分
団
城
川
内
班
）

総
合
の
部
、
諸
浦
分
団
が
11
年
ぶ
り
に
優
勝

平
成
29
年
度
長
島
町
消
防
操
法
大
会

↑操法開始を静かに待つ団員↑静寂の中、指揮者の号令を待つ↑第１線の放水を終え、前方を確認

↑小型ポンプ優勝の城川内班 ↑総合優勝の諸浦分団 ↑小型ポンプ、ホースを担ぎ走り出す指揮者と１番員

↑放水したまま筒先員を交代 ↑第２線延長、懸命に走る２番員と３番員 ↑スピードと連携が重要な吸管展張
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わが町の地方創生

↑ランニングマシンなどを揃えたじゃがじゃがジム

　6 月 4 日、関東学院大学（神奈川県）と長島大
陸ぶりうま食堂（キッチンカー）によるコラボ出
店が行われました。
　当日は、同大学内でスポーツフェスティバルが
開催されており、長島大陸のキッチンカーを出店。
同大学の新井ゼミナールの学生らが、フェスティ
バルに来場した家族連れなどに長島大陸の宣伝を
しました。
　キッチンカーには、多くの人が足を運び、赤土
ジャガイモのフライやブリそぼろ弁当など、完売
が続き、大盛況となりました。

地域おこし協力隊
～新たに１人を採用～

　町では、６月から新たに１人を「地域おこし協
力隊」として採用しました。
　隊員は、地域や町と連携しながら、交流人口の
拡大や、地域資源の発掘・情報発信に取り組んで
いきます。

甲
か い

斐 友
ゆ う や

也さん (24)
　はじめまして！ 6 月から地域おこし協力隊として着任
した甲斐友也です。
　これまで、食のイベントや、鹿児島市内で不定期の食
堂をやっていたこともあり、これからは、今までの経験
を生かして、長島の食材を使った料理を提供する場を作
り、長島の豊富な食材を全国に広めていきたいと思って
います！
　科学と読書と食べることと話すことが大好きです！皆
さんよろしくお願いします！ 生産者ら自らが「長島町フェア兼商談会」を実施

↑長島町をＰＲする新井ゼミの学生ら

関東学院大学で長島町をＰＲ ～長島大陸ぶりうま食堂～

ぶり奨学金制度、寄付者の紹介

◎問い合わせ先
　役場総務課
　☎（86）1111［代表］
　長島町教育委員会教育総務課
　☎（88）5679［直通］

　この制度は、長島町と提携した鹿児島相互信用金庫から借りた「ぶ
り奨学ローン」を返済する際、奨学対象である卒業生が地元に戻っ
てきた場合、その返済額が「ぶり奨学金基金」から補てんされる、
長島町ならではの奨学金制度になります。
　この度「ぶり奨学金基金」に次の団体から、寄付をいただきました。
　・ながしまマンダリングループ
　本基金への寄付金は、法人の場合も、法人税確定申告などで、損
金として算入することができ、控除対象となります。
　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支える仕組みです。ぜ
ひ皆さまにおかれましても、本制度に対する寄付へのご理解・ご協
力をよろしくお願いします。

活動拠点を日本マンダリンセンター３階に
　本町の医療費削減、健康推進をテーマに、
これまで鹿児島相互信用金庫長島支店と平尾
老人憩いの家で開設していた長島大陸じゃが
じゃがジムは、６月から活動拠点を日本マン
ダリンセンター３階に移しました。
　新たな拠点には、ランニングマシン２台、
エアロバイク２台、トレーニングマシン３台
とエクササイズの幅も広がりました。
　今後は、非会員の人でも参加できるイベン
トを多数行っていく予定です。
○利用料金
　・会員　4,320 円 / 月
　・体験・都度利用　1,620 円 / １回
※完全予約制となっていますので、問い合
わせください。
◎問い合わせ先
　長島大陸じゃがじゃがジム  鬼氣
　☎０８０（８５７３）８５５７

長島大陸じゃがじゃがジム

○じゃがじゃがジム時間割
曜日  

時間 月 火 水 木 金 土

  9:00 ～ 9:45 ○ ○ ○ ○ ○ ×

10:00 ～ 10:45 ○ ○ ○ ○ ○ ×

11:00 ～ 11:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12:00 ～ 12:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13:00 ～ 13:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14:00 ～ 14:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15:00 ～ 15:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

16:00 ～ 16:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17:00 ～ 17:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18:00 ～ 18:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19:00 ～ 19:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

20:00 ～ 20:45 ○ ○ ○ ○ ○ ×

　6 月 23 日、神戸三宮にある「フレンチレスト
ランバール アンティーク」で長島町の生産者 3
人（石元淳平氏、磯永慎也氏、水永魁人氏）によ
る長島町フェア兼商談会を実施しました。
　当日は、約 20 人の料理人と 50 人の一般来店
者が参加する中で、生産者 3 人自らが料理を運び、
お客に食材や長島町についてプレゼンテーション
を行いました。
　同町の岩牡蠣、アオサ、不知火（デコポン）、
赤土ジャガイモ、島美人・島娘、サワーポメロな
どを口にした人は、「長島町を知る良い機会になっ
た」、「こんなに美味しい岩牡蠣は初めて食べた」
など喜びの表情を浮かべていました。
　生産者 3 人も「お客さんの素直な反応を直接
見ることで、自信やモチベーション向上に繋がる」
と今回のフェアで得た経験に満足していました。

　補助金や助成金に頼らず、同町生産者の協賛な
どで行った今回の活動を、今後も継続的に実施
し、都心部飲食店とのさらなる関係構築を目指し
ます。

↑フェアを成功に終わらせた生産者らとアンティークの大町シェフ
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長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催

　

長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域

で
生
活
す
る
高
齢
者
な
ど
に
支
援
が

必
要
な
場
合
、
そ
れ
を
支
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
人
が
つ
な
が
り
、
地
域

福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
、
簡
単
で
わ
か
り
や

す
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
実
施
日

　

・
鷹
巣
会
場

　
　

８
月
３
日
（
木
）

　
　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

・
指
江
会
場

　
　

８
月
10
日
（
木
）

　
　

町
文
化
ホ
ー
ル

　

・
獅
子
島
会
場

　
　

８
月
24
日
（
木
）

　
　

獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者

　

中
学
生
以
上
の
人
な
ら
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

○
参
加
料　

無
料

○
講
座
内
容

・
長
島
町
の
高
齢
者
の
状
況
に
つ
い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

　

▽
心
構
え
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

　

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
事
例

・
高
齢
者
の
基
礎
知
識

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

・
疑
似
体
験

　

▽
高
齢
者
疑
似
体
験

　

▽
車
い
す
体
験

○
申
込
締
切

　

※
各
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
86
）
０
１
９
０

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

専門家による巡回相談を実施
　町では、身体やこころなどを含めた生活全般の相
談に対応する相談支援事業を、一般相談支援事業所

「あいわの里」に委託して行っています。
　身体のこと、こころのこと、福祉サービスの利用
など生活全般の相談に、社会福祉士や臨床心理士を
始めとした専門の相談員が対応します。予約は不要
です。どなたでもお気軽にご利用ください。

◎問い合わせ先
　あいわの里　相談部　☎（75）2401
　役場町民福祉課社会福祉係　☎（86）1157［直通］

※上記の時間で、相談員が常駐しています。
※９月以降も順次、地域で開催予定です。
※自宅への訪問依頼や上記時間外での相談も随
時受け付けています。お問い合わせください。

○日時・場所
期　日 時　間 場　所

７月 25日（火）
10 時～ 12 時 保健福祉センター

13時～ 15 時 役場指江庁舎

８月８日（火）
  9 時～ 12 時 獅子島アイランドセンター

13時～ 15 時 獅子島島内巡回（※要予約）

8月 22 日（火） 10 時～ 12 時 川床コミュニティーセンター

高額介護サービス費の
　　月々負担の上限額が変わります

平成 29 年８月から

○高額介護サービス費の基準の主な変更内容

対象となる人 平成 29年７月まで
の負担の上限（月額）

平成 29年８月からの
負担の上限（月額）

現役並み所得者に相当
する人がいる世帯の人 44,400 円（世帯） 44,400 円（世帯）

世帯のどなたかが、
町民税を課税されている人 37,200 円（世帯）

44,400 円（世帯）〈見直し〉
※同じ世帯の全ての 65 歳以上の人（サービスを利用
していない人を含む。）の利用者負担割合が１割の世帯
に年間上限額（446,400 円）を設定

世帯全員が町民税を
課税されていない人 24,600 円（世帯） 24,600 円（世帯）

前年の合計所得金額と公的年
金収入額の合計が年間 80 万

円以下の人たち

24,600 円（世帯）
15,000 円（個人）

24,600 円（世帯）
15,000 円（個人）

生活保護を受給
している人たち 15,000 円（個人） 15,000 円（個人）

○高額介護サービス費とは？
　高額介護サービス費とは、介護サービスを利用
する場合に支払う利用者負担の合計の額が、同じ
月に一定の上限を超えたとき、超えた分が払い戻
される制度です。

○改正の概要
　高齢化が進み介護費用や保険料が増大する中、
サービスを利用している人と利用していない人と
の公平や、負担能力に応じた負担をお願いする観
点から、世帯の誰かが町民税を課税されている人
の負担の上限が 37,200 円（月額）から 44,400 
円（月額）に引き上げられます。

○高額介護サービス費の見直し後の適用例

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課介護保険係　☎（86）1153[ 直通 ]
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１
ア
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
支
援
事
業

　

野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
特
産
品
直
売
施
設
に
農

産
物
を
出
荷
す
る
こ
と
や
農
家
の
生

産
意
欲
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
１

ア
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
支
援
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
内
で
野
菜
作
り
に
挑
戦
し

て
み
た
い
か
た
、
農
産
物
の
出
荷
期

間
拡
大
を
目
指
し
た
い
か
た
な
ど
を

対
象
に
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
事
業
対
象
品
目

　

町
内
の
直
売
施
設
出
荷
用
の
「
野
菜
」

　

※
町
内
の
直
売
施
設
と
は
、「
道

の
駅
黒
之
瀬
戸
だ
ん
だ
ん
市
場
」「
道

の
駅
ポ
テ
ト
ハ
ウ
ス
望
陽
」「
獅
子

島
屋
」
を
言
い
ま
す
。

○
採
択
基
準

　

①
１
戸
の
世
帯
で
設
置
す
る
も
の

　

で
あ
る
こ
と

　

②
受
益
面
積
が
１
ア
ー
ル

　
（
１
０
０
㎡
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

③
ハ
ウ
ス
設
置
予
定
地
が
農
地
で

　

あ
る
こ
と
。

　

※
こ
の
ほ
か
に
も
条
件
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

○
補
助
額

　

事
業
実
施
に
要
す
る
経
費
の
２
分

　

の
１
以
内
（
上
限
15
万
円
）

○
募
集
人
員　

10
人

○
申
込
期
限

　

８
月
18
日
（
金
）

○
そ
の
他

　

事
業
導
入
後
３
年
間
に
限
り
事
業

実
績
報
告
を
義
務
付
け
ま
す
。

◎
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

プールと艇庫を開放します
○町民プール ( 鷹巣 ) とＢ＆Ｇプール ( 指江 )

町民プール（鷹巣） Ｂ＆Ｇプール（指江）

開放日 7月 28 日～ 8月 30 日
（月曜は休み）

7月 21 日～ 8月 30 日
（月曜は休み）

開放時間 午前 10時～午後 5時まで

休憩時間
正午から午後１時までは、休憩時間とします。
※１時間に 10 分は休憩時間とし、必ずプールから上
　がってもらいます。

入場料

町内　大人 100 円　小中高生 50 円
町外　大人 200 円　小中高生 100 円
※小学生未満は無料ですが、同伴者がいなければ入場
　できません。

○Ｂ＆Ｇ艇庫（蔵之元）

開放日

夏休み期間中　7月 21 日～ 8月 30 日
（月曜は休み）
※事前に予約が必要です。利用される団体等は、
　１週間前までに社会教育課へご連絡ください。

開放時間 午前 10時～午後 5時まで

休憩時間 正午から午後１時までは、休憩時間とします。
※１時間に 10 分は休憩時間とします。

入場料
町内
　小中高生　カヌー１艇１時間当たり100円
　大　　人　カヌー1艇 1時間当たり200円

◎問い合わせ先　長島町教育委員会社会教育課　☎（88）6500[ 直通 ]

申請しましたか？臨時福祉給付金（経済対策分）

　臨時福祉給付金（経済対策分）は、平成 26 年
4月に実施した消費税率引上げによる影響を緩和
するため、所得の少ない人に対し、制度的な対応
を行うまでの間の、暫定的・臨時的な措置として
実施するものです。
　給付金を受け取るためには、申請が必要です。
次のことにご注意ください。
○支給対象者
　対象者と思われる人には、申請書をすでに郵送
　しています。
○支 給 額
　対象者１人につき１万５千円（支給は１回のみ）
○申請方法
　平成 28 年１月１日時点で住民票がある市町村
　への申請が必要です。

◎申請・問い合わせ先
　役場町民福祉課　☎（86）1157［直通］

○申請期限
　９月７日（木）
※「臨時福祉給付金」を装う” 振り込め詐欺” や
　” 個人情報の詐取” にご注意ください。

申請書を
確認じゃ！

　

狩
猟
を
行
う
に
は
狩
猟
免
許
を
取

得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

免
許
の
種
類
は
、
使
用
す
る
猟
具

に
よ
り
、
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一
種

銃
猟
お
よ
び
第
二
種
銃
猟
の
４
種
類

が
あ
り
ま
す
。

　

出
水
地
区
で
は
、
次
の
と
お
り
免

許
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
試
験
日
時

　

８
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
～

○
試
験
会
場

　

北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

○
申
請
書
類
な
ど
の
提
出
期
間

　

７
月
18
日（
金
）～
８
月
10
日（
木
）

○
提
出
書
類
な
ど

　

狩
猟
免
許
申
請
書
、
医
師
の
診
断

書
ま
た
は
猟
銃
・
空
気
銃
所
持
許
可

証
の
写
し
、
写
真

○
申
請
手
数
料

　

・
初
心
者
＝
５
２
０
０
円

　

・
他
種
の
狩
猟
免
許
を
有
し
て
い

　
　

る
人
＝
３
９
０
０
円

　

・
82
円
分
の
郵
便
切
手

○
提
出
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
農
林
水
産
部

　

林
務
水
産
課
林
務
係

○
受
験
資
格

　

県
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
人

・
満
20
歳
に
満
た
な
い
人

・
統
合
失
調
症
な
ど
の
人

・
麻
薬
等
中
毒
者

・
狩
猟
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
日
か

ら
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

鹿
児
島
県
猟
友
会
出
水
支
部
主
催
の

免
許
取
得
講
習
会
を
開
催

○
開
催
日
時

　

８
月
25
日
（
金
）
午
前
９
時
～

○
開
催
場
所

　

北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

わ
な
猟
免
許
取
得
に
向
け
た
狩
猟
者

講
習
会
受
講
料
の
一
部
助
成
制
度

　

社
団
法
人
鹿
児
島
県
猟
友
会
で

は
、
わ
な
猟
免
許
取
得
に
向
け
た
狩

猟
者
講
習
会
受
講
料
の
一
部
助
成
を

行
い
ま
す
。

　

支
援
対
象
者
は
、
鳥
獣
に
よ
る
被

害
を
受
け
て
い
る
農
業
者
や
集
落
の

代
表
、
農
業
法
人
の
従
業
員
な
ど
で

す
。
支
援
を
受
け
る
に
は
、
申
し
込

み
時
に
市
町
村
の
証
明
が
必
要
と
な

る
ほ
か
、
免
許
取
得
後
の
猟
友
会
加

入
が
条
件
で
す
。

　

町
で
も
免
許
取
得
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
林
務
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

↑ハウス内で野菜作りに挑戦 ↑事業を利用して設置した１アールハウス

狩
猟
を
行
う
に
は
免
許
が
必
要
で
す

　

花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
次
の
ル
ー

ル
を
守
っ
て
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

○
こ
う
し
ま
し
ょ
う
！

・
大
人
と
い
っ
し
ょ
に
遊
び
、
夜
遅

　

く
ま
で
騒
が
な
い

・
正
し
い
位
置
に
、
正
し
い
方
法
で

　

点
火
し
ま
し
ょ
う

・
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、

　

後
か
た
づ
け
を
き
ち
ん
と
す
る

・
手
持
ち
の
花
火
は
、
手
の
位
置
に

　

注
意
す
る

・
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
は
真
上
に
向
け
て

　

安
定
し
た
容
器
に
立
て
ま
し
ょ
う

×
や
め
ま
し
ょ
う
！

・
風
の
強
い
日
は
花
火
で
遊
ぶ
の
は

　

や
め
ま
し
ょ
う

・
花
火
を
人
や
家
に
む
け
て
遊
ば
な
い

・
燃
え
や
す
い
も
の
の
そ
ば
で
遊
ば
な
い

・
途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
花
火
の

　

筒
の
先
に
顔
や
手
を
出
さ
な
い

・
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を

　

つ
け
な
い

・
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ポ
ケ
ッ
ト

　

に
入
れ
な
い

花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、

ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！

夏休みキッズ健康教室、参加者募集！
　近年、肥満や脂質代謝異常などの生活習慣病予
備軍と言われる子どもが増えています。大人につ
いても、高血圧や糖尿病のかたが増えています。
　子どもの頃から正しい生活習慣を身につけ予防
することが大切です。夏休みキッズ健康教室に参
加して、血圧を測ったり、料理を作ったり夏休み
の思い出を作りませんか？
○開催日時　８月 18 日（金）
　　　　　　９時 30 分から 12 時 30 分まで
○開催場所
　長島町保健福祉センター（ふれあい交流室）
○内　　容
　身体測定、血圧測定、調理実習、食や健康に関
　するクイズ

○対　　象
　小学４年生～６年生（子どものみ、親子での参加可）
○定　　員　先着 15 人
○参 加 料　無料
○持参するもの
　エプロン、三角巾
○申込期限　８月 15 日（火）
◎申込・問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係　☎（86）1146［直通］

メタボに該当する人の割合が、
長島町民は県内でワースト５位！
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１
日

２
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

12
日
～
21
日

15
日
～
16
日

20
日

21
日

22
日

23
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

景
観
団
体
認
定
証
交
付
式　
　
　
　
（
役
場
）

県
農
業
農
村
協
会
通
常
総
会　
（
鹿
児
島
市
）

県
環
境
整
備
公
社
監
査　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
環
境
整
備
公
社
理
事
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会　
（
鹿
児
島
市
）

指
定
管
理
協
定
式　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
遺
族
会
総
会　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

長
島
町
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
総
会（
町
内
）

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

三
県
架
橋
建
設
促
進
要
望
活
動　
（
東
京
都
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会　
　
（
東
京
都
）

平
尾
・
浜
漉
線
落
成
式　
　
　
　
　
（
浜
漉
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
６
月
定
例
会

九
州
地
区
町
村
会
長
会　
　
　
　
（
東
京
都
）

全
国
自
治
協
会
評
議
員
会　
　
　
（
東
京
都
）

都
道
府
県
町
村
会
長
会
・
政
務
調
査
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

前
湧
水
町
長
感
謝
状
贈
呈　
　
　
（
湧
水
町
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
評
議
員
会　
（
東
京
都
）

株
式
会
社
東
郷
協
定
式　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

漁
業
信
用
基
金
協
会
総
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
消
防
協
会
理
事
会　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
（
役
場
・
指
江
庁
舎
）

水
俣
病
新
有
病
率
調
査
実
行
委
員
会
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

６月

　江戸の貨幣事情の面白さを暮ら
しと共に紹介します。江戸に「行っ
たつもり」お金を「使ったつもり」
になって楽しんで下さい。

　「ストライク」「セーフ」。誰
もが知っている審判のジェス
チャーを考えた、あるメジャー
リーガーの伝記絵本です。

ナ
ン
シ
ー
・
チ
ャ
ー
ニ
ン　

文

「
耳
の
聞
こ
え
な
い
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
イ
」

著　

い
ず
み
朔
庵

「
財
布
で
ひ
も
解
く

江
戸
あ
ん
な
い
」

薫
風
や
体
寄
せ
合
ふ
岬
馬　
　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

初
産
に
跡
継
ぎ
得
た
り
風
薫
る　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

薫
風
や
久
し
く
開
く
る
納
骨
堂　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

日
焼
し
て
漁
師
一
筋
親
子
船　
　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

武
具
飾
る
五
体
満
足
の
祝
膳　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

ゆ
る
ゆ
る
と
下
る
一
舟
し
ゅ
う

岸
若
葉　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

週
末
の
押
入
れ
全
開
風
薫
る　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

農
婦
か
な
指
の
先
ま
で
日
焼
し
て　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

夏
め
く
や
沖
行
く
船
の
波
の
跡　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

誰た

が
為
に
風
に
身
委
ね
石し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま

鹸
玉　
　
　
　
　

山
田　

哲
夫

水
面
に
日
焼
け
男
の
現
る
る　
　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

子
供
の
日
夢
は
宇
宙
を
駆
け
め
ぐ
る　
　
　

筑
前　

初
市

風
薫
る
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
光
る
丘　
　
　

大
堂　

正
弘

犠
打
の
子
の
ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
や
風
薫
る　
　

脇
田　

武
志

［
短
歌
］

晴
れ
続
き
百
姓
に
嘆
き
の
空
梅
雨
と
な
り
哀
れ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

夜
通
し
の
雨
は
あ
が
り
て
庭
あ
ら
た
蛍
袋
は
ひ
と
つ
咲
き

い
づ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

赤
土
の
ば
れ
い
し
ょ
掘
り
島
総
出
ど
っ
さ
り
乗
せ
て
軽
ト

ラ
き
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

定
番
の
雨
に
紫
陽
花
蝸
牛
推
敲
す
れ
ど
駄
作
が
ず
ら
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

平
日
の
シ
ニ
ア
だ
ら
け
の
マ
ッ
ク
に
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む

午
後
の
ひ
と
と
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

人
生
は
若
き
時
代
は
帰
ら
ず
と
年
取
る
事
に
先
き
無
き
事
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

唐
突
に
逝
き
た
る
友
の
通
夜
に
来
て
わ
れ
の
残
り
の
生
を

計
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

川
面
か
ら
太
木
の
上
ま
で
乱
舞
せ
し
蛍
火
ゆ
ら
ゆ
ら
小
浜

川
の
宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

デ
イ
ケ
ア
の
友
に
貰
ひ
し
海
老
根
咲
き
わ
が
見
る
時
に
朝

露
の
落
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

赤
土
を
ま
と
ひ
て
出
づ
る
じ
ゃ
が
芋
に
蟻
の
如
し
よ
人
等

は
群
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

わ
が
畑
に
春
の
蓬
よ
も
ぎ

の
香
の
立
ち
ぬ
摘
み
来
て
手
早
く
餡
餅

つ
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

わ
が
島
に
空
梅
雨
続
く
を
思
ふ
夜
ニ
ュ
ー
ス
に
明
日
の
降

雨
告
げ
ど
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

花
園
の
手
入
れ
に
里
の
女
性
ら
が
い
そ
し
む
姿
華
や
ぎ
て

見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

三
里
余
の
山
野
の
道
を
い
か
に
越
へ
二
ヶ
月
経
し
今
日
飼

ひ
猫
帰
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

夏
風
邪
に
わ
が
臥
せ
を
れ
ば
昼
な
が
ら
地
虫
の
鳴
け
る
ご

と
き
静
寂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

草
焼
き
の
煙
が
畦
の
人
お
お
い
影
絵
の
如
く
人
が
働
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

納
戸
よ
り
出
し
し
ば
か
り
の
扇
風
機
今
年
は
じ
め
の
風
を

起
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

部
屋
内
に
吊
し
て
干
せ
る
洗
濯
物
の
下
に
座
り
ぬ
す
る
こ

と
も
な
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

街
中
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
閉
鎖
し
て
日
の
暮
れ
際
の
早

く
な
り
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

片
耳
を
枕
に
つ
け
て
寝い

ね
た
れ
ば
命
の
音
す
か
す
か
な
れ

ど
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

八
十
年
使
い
て
古
り
し
手
と
足
が
ま
だ
ま
だ
動
く
機
械
の

如
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

山
影
の
伸
び
て
陰
な
す
頃
合
い
を
計
り
て
芋
の
草
取
り
に

ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

第
７
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

第
７
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ

は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
が
あ

り
、
町
民
の
皆
様
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
閉
幕
し
ま
し

た
。

　

期
間
中
に
長
島
町
商
工
会
（
古
田
義

富
会
長
）
が
実
施
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
の
抽
選
会
が
５
月
30
日
、
商
工
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
加
盟
店
や
花
フ
ェ
ス
タ
会
場

で
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
っ
た
９
３
６
人
か

ら
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
赤
巻
き
や
焼
酎
、
ア
オ
サ
な
ど

２
千
円
相
当
の
長
島
町
の
特
産
品
が
80

人
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
特
産
品
が
届
い
た
人
か
ら
喜

び
の
手
紙
が
届
く
な
ど
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

↑発送された特産品

↑認定を受けた関代表（左）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

新
た
に
景
観
団
体
を
認
定

　

６
月
１
日
、
国
道
や
県
道
沿
い
に
花

壇
な
ど
を
造
成
管
理
し
、
花
に
よ
る
本

町
の
景
観
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
ふ
る

さ
と
景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
１
団

体
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
第
82
号

　
　

(

株)

あ
ま
く
さ
魚
園
長
島
支
部

　
　

代
表　

関　

智
俊
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平
成
29
年
度
地
域
介
護
講
座
受

講
生
募
集
（
北
薩
地
区
会
場
）

　

鹿
児
島
県
介
護
実
習
・
普
及
セ

ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
や
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
介
護
の
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
講

座
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

無
理
せ
ず
、
決
し
て
一
人
で
抱

え
込
ま
な
い
、
地
域
全
体
で
見
守

る
介
護
を
目
指
し
ま
す
。

○
日
時

　

８
月
27
日
（
日
）

　

10
時
～
15
時
30
分

○
場
所

　

長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
定
員　

30
人

○
費
用

　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

講
義
・
実
技
（
ら
く
ら
く
寝
返

り
・
起
き
上
が
り
・
立
ち
上
が
り

の
介
助
、
ベ
ッ
ド
・
車
い
す
か
ら

の
移
乗
、
飲
み
込
み
の
し
く
み
、

誤
え
ん
を
防
ぐ
食
事
の
姿
勢
と
介

助
方
法
、
福
祉
用
具
の
選
び
か
た

と
使
い
か
た　

な
ど
）

○
申
込
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
ま
た
は
持
参
で

鹿
児
島
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

タ
ー
へ
申
込
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
、
長
島
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
１
６

入
浴
施
設
の
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌

な
ど
の
水
質
検
査
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
公
衆
浴
場
及
び
旅
館

の
共
同
浴
室
を
有
す
る
施
設
を
対

象
に
、
県
民
な
ど
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
条
例
で
１
年
に

１
回
以
上
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
な
ど

の
水
質
検
査
を
行
う
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

営
業
者
に
お
い
て
は
、
浴
槽

水
、
原
湯
な
ど
の
水
質
検
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
保
健
所
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

川
薩
保
健
所
衛
生
・
環
境
課
環
境
係

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
３
１
６
７

海
上
保
安
学
校
・
海
上
保
安

大
学
校
受
験
者
募
集

　

人
事
院
と
海
上
保
安
庁
で
は
、

海
上
保
安
学
校
・
海
上
保
安
大
学

校
学
生
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募

集
を
し
ま
す
。

　
　

(3)
祖
父
母
(4)
兄
弟
姉
妹

　

※
支
給
要
件
が
あ
り
、
遺
族
の

　

状
況
（
婚
姻
・
養
子
縁
組
・
生

　

計
同
一
な
ど
）
に
よ
り
順
位
が

　

入
れ
替
わ
り
ま
す

　

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
・
姪
な
ど
）

○
支
給
内
容

　

名
称　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
国

庫
債
券
「
い
号
」

　

額
面　

25
万
円
（
５
年
償
還
の

記
名
国
債
）

◎
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
老
人
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

中
学
生
・
高
校
生
の
税
の
作

文
募
集

　

国
税
庁
・
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
で
は
、
中
学
生
・
高
校
生

の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文

を
募
集
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、
中
学
生
が
「
税
に

関
す
る
こ
と
」、
高
校
生
が
「
税

の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
」
で
す
。

　

内
容
は
、
税
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
や
身
近
な
税
の
話
題
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
な
ど
、
自
ら
の
言
葉

で
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば

な
ん
で
も
結
構
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
限

　

９
月
30
日
（
火
）
必
着

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

Ｂ
＆
Ｇ
「
や
ら
か
し
川
柳
」
募
集

　

地
域
の
健
康
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
支
援
し
て
い

る
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
で
は
、
お
も
し

ろ
、
お
か
し
い
失
敗
体
験
を
川
柳

に
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

５
・
７
・
５
の
リ
ズ
ム
に
の
せ

て
、
ち
ょ
っ
と
愉
快
な
失
敗
経
験

を
、
み
ん
な
で
明
る
く
共
有
し
な

が
ら
人
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
し
た
作
品
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
公
式
サ
イ
ト
内
で
、
毎
日
１
作

品
ず
つ
紹
介
し
、
そ
の
中
か
ら
毎

月
抽
選
で
５
人
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
年
間

最
優
秀
作
品
に
は
10
万
円
相
当
の

豪
華
景
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

○
募
集
テ
ー
マ　
「
ス
ポ
ー
ツ
」

　

※
作
品
の
テ
ー
マ
は
季
節
に

『サマージャンボ宝くじ』などを発売
○
海
上
保
安
学
校

・
受
験
資
格

　

高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

　

と
人
事
院
が
認
め
る
学
校
を
卒

　

業
し
、
ま
た
は
卒
業
す
る
見
込

　

み
で
あ
り
、
入
学
す
る
年
の
４

　

月
１
日
現
在
で
24
歳
未
満
で
、

　

必
要
な
受
験
資
格
を
満
た
し
て

　

い
る
人

・
試
験
日
程

　

受
付
期
間（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
　

７
月
18
日（
火
）～
27
日（
木
）

　

第
１
次
試
験

　
　

９
月
24
日
（
日
）

○
海
上
保
安
大
学
校

・
受
験
資
格

　

高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

　

と
人
事
院
が
認
め
る
学
校
を
卒

　

業
し
、
ま
た
は
卒
業
す
る
見
込

　

み
で
あ
り
、
入
学
す
る
年
の
４

　

月
１
日
現
在
で
21
歳
未
満
で
、

　

必
要
な
受
験
資
格
を
満
た
し
て

　

い
る
人

・
試
験
日
程

　

受
付
期
間（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
　

８
月
24
日
（
木
）

～
９
月
４
日
（
月
）

　

第
１
次
試
験

　
　

10
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
２
２
０
５

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

　

戦
後
70
周
年
（
平
成
27
年
）
と

い
う
特
別
な
機
会
を
と
ら
え
、
国

と
し
て
あ
ら
た
め
て
弔
慰
の
意
を

表
す
る
た
め
の
、
戦
没
者
な
ど
遺

族
に
対
す
る
第
10
回
特
別
弔
慰
金

の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま

す
。
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
こ

の
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

○
請
求
期
限

　

平
成
30
年
４
月
２
日
（
月
）

○
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
１
日
を
基
準
と

し
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
」、「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な

ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
、
支
給
順
位
で
順
位
が
先
に
な

る
遺
族
一
人
に
支
給
。

○
支
給
順
位

　

①
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
受
給
権
者

　

②
戦
没
者
な
ど
の
子

　

③
戦
没
者
な
ど
の
(1)
父
母
(2)
孫

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

○
募
集
期
間

　

８
月
１
日（
火
）～
９
月
30
日（
土
）

○
発
表
期
間　

　

９
月
１
日（
金
）～
11
月
30
日（
木
）

　

※
土
日
祝
日
を
除
き
ま
す

○
募
集
方
法

・
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

川
柳
（
未
発
表
作
品
に
限
る
）

・
作
品
解
説
（
１
０
０
字
以
内
）

・
必
要
事
項
（
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
サ
イ
ズ
）

　

こ
れ
ら
を
記
入
の
う
え
、
公
式

サ
イ
ト
ま
た
は
、
ハ
ガ
キ
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
広
報
課

　

☎
03
（
６
４
０
２
）
５
３
１
２

　「サマージャンボ宝くじ」と「サマージャンボミニ」、「サ
マージャンボプチ」が７月 18 日から全国で発売されます。
　この宝くじは市町村振興を目的としており、収益金は、
市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

○販売期間
　7 月 18 日（火）～８月 10 日（木）
○主な当選金
　・「サマージャンボ宝くじ」（※発売総額 600 億円（20 ユニットの場合）
　　　１　等　５億円× 20 本
　　　前後賞　１億円× 40 本
　・「サマージャンボミニ１億円」（※発売総額270億円（９ユニットの場合）
　　　１　等　１億円× 45 本
　　　２　等　1,000 万円× 270 本
　・「サマージャンボプチ100万円」（※発売総額150億円（５ユニットの場合）
　　　１　等　100 万円× 5,000 本
　　　２　等　１万円× 50,000 本
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↑中学生との合同演奏も披露 ↑優勝した薄井チーム

鹿児島情報高校吹奏楽部長島公演

編成の演奏で観客を魅了大
　６月４日、鹿児島情報高校吹奏楽部長島公演が
長島町文化ホールで開催されました。
　公演に先立ち、前日には長島中学校・平尾中学
校を含む中学校４校の吹奏楽部との合同練習を開
催。全国でも実績のある同校高校生の指導を受け、
中学生も充実した様子でした。
　公演当日は、合同練習を行った中学生と「花は
咲く」を共演。100 人規模の大編成の演奏に、観
客の大きな拍手が送られました。
　演奏に参加した中尾虹美さん（長島中・３年）は、
「演奏が上手な高校生に教えてもらい、勉強になっ
た。皆での演奏も楽しかった」と、満足げでした。

第 12回自治公民館対抗ゲートボール大会

井チームが優勝薄
　町民の健康増進と健全な自治公民館づくりを目
的に、５月 29 日から６月２日にかけて第 12 回自
治公民館対坑ゲートボール大会が開催されました。
　この大会には、21 自治公民館から 33 チームが
参加。ランク別に予選を行い、各ランクの上位で
決勝大会が行われました。試合では、1打ごとに
形勢が入れ替わる熱戦が多く見られ、試合会場は
大いに沸きました。今回は、チームワークで勝利
した薄井チームが優勝しました。
Ａランク[優勝]薄井[準優勝]福ノ浦[３位]伊唐、
葛輪Ａ　Ｂランク[優勝]本浦Ａ[準優勝]三船[３
位 ]塩追、山中　Ｃランク [優勝 ]山寺Ｂ [準優勝 ]
上揚 [ ３位 ] 本浦Ｂ、西Ｂ

↑防災講習会で意見を交換しあう参加者ら

土砂災害・全国統一防災訓練

雨時期に備える梅
　「土砂災害防止月間」の活動の一環として、６
月４日の全国統一防災訓練に合わせ、平尾地区で
防災訓練が行われ、約 170 人が訓練に参加しま
した。今回は、平尾地区が新たに土砂災害特別警
戒区域に指定されたことで初めて実施されまし
た。
　訓練は、大雨により避難準備情報が発令され、
続いて土砂災害警戒情報発表により、避難勧告に
移行したという想定で行われました。避難先の平
尾中学校では、避難所運営訓練のほか、地域おこ
し協力隊の明石照久さんを講師として防災講習会
が行われました。↑小田さんをはるかに越える高さまで成長したヒマワリ

↑バイオリンの音色を楽しむ来場者ら

↑調印後、町長と握手を交わす岩下代表取締役（左）
　と上田エンタープライズの上田代理（右）

３施設の指定管理者協定調印式

後の施設運用に期待今
　６月６日、役場庁議室で、３つの町有施設（日
本マンダリンセンター、長島町総合交流ターミナ
ル施設、長島町川床ふれあい広場施設）の新たな
指定管理者の指定に伴う、協定調印式と指定管理
者証交付式が行われました。
　今後、マンダリンセンターとターミナル施設は
株式会社岩下建設（岩下喜一代表取締役）が、ふ
れあい広場施設は有限会社上田エンタープライズ
（上田正道代表取締役）が指定管理者となります。
　交付後、岩下代表は「町の活性化の一助となる
よう頑張りたい」と、上田穂積代理は「うどん、
そばのほか、特産品の加工・販売などで町を盛り
上げたい」とそれぞれ抱負を語りました。

バイオリンひまわりプロジェクト

ニコンサートで魅了ミ
　６月 29 日からの２日間、町内の３小学校でバ
イオリンひまわりプロジェクト（鹿児島市）によ
る、学校巡回バイオリン体験教室が行われました。
　同プロジェクトは、普段触れることが少ないバ
イオリンに触れ、「出会い・発見・楽しい」という、
音楽体験の場を子どもたちに提供するために、前
年度に引き続き実施しています。
　今回は 29 日の夕方から、町開発総合センター
で、ミニコンサートも開催し、プロの演奏を聴こ
うと約 150 人が来場。アンコールでは長島町民
歌も演奏され来場者らは終始その音色を楽しんで
いました。

突然変異のヒマワリ？！

隈の小田さん宅で開花唐
　本町唐隈の小田强さん宅の菜園に、高さ約 2.7
㍍のヒマワリがたくさんの花を咲かせました。
　４月中旬に、菜園に植えたジャガイモの収穫の
際に、約 50 ㌢ほどに伸びたヒマワリらしい茎を
発見。そのままにして成長を見守っていたところ、
６月に入ると 2.5 ㍍を越え、１本の茎に多くの花
芽が着いていたため、開花を楽しみにしていたと
のことです。小田さんは「添え木をして、沢山の
花が綺麗に咲いたので良かった。終わったら種を
取って、欲しいと言ってくれた人たちに配りたい」
と笑顔で話していました。
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10,681（－９）

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,173（－１）
5,508（－８）
  4,484（+ ９）

▽
昨
年
の
広
報
８
月
号
と
９
月
号

を
作
成
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
で

す
。

　

巻
末
に
掲
載
す
る
「
う
ぶ
声
」

欄
は
、
い
つ
も
は
４
・
５
人
、
多

く
て
も
10
人
ほ
ど
で
し
た
が
、
こ

の
２
カ
月
は
連
続
し
て
、
そ
れ
以

上
の
人
数
で
と
て
も
驚
い
た
と
同

時
に
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
レ
イ
ア

ウ
ト
に
子
ど
も
た
ち
の
写
真
を
掲

載
す
る
と
な
る
と
、
写
真
を
ど
う

し
て
も
小
さ
く
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
頭
を
悩
ま
せ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

１
歳
を
迎
え
る
か
わ
い
ら
し
い

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
、
こ
れ
以

上
、
小
さ
い
写
真
に
す
る
の
は
心

苦
し
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
７
月

号
と
８
月
号
は
、
ペ
ー
ジ
レ
イ
ア

ウ
ト
を
若
干
変
更
し
て
の
発
行
と

な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
８
月
号

の
ス
マ
イ
ル
は
、
15
人
と
な
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
濵
田
将
尚
）

平成 29年６月 30 日現在
(　) 内は前月比

人口
男性
女性
世帯

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１７８

１１ １２６ ９ １０

１８ １９１３ １４ １６ １７

２５ ２６２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２７ ２８

４３

１５

７ ８

１ ２ ５

9/1 9/2

7/30 7/31

２９ ３０ ３１

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（１歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○つかさとクリニック 67-5560
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○内山病院 73-1551
○橋口歯科医院 73-0508
□しおかぜ薬局 88-6011
□いまがま調剤薬局 65-7550
□クレイン調剤薬局 63-4300
□本町薬局 73-3233
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎巡回みんなの保健室
（洗心館）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

山の日

○平尾診療所 88-2595
○楠元内科医院 62-8600
○高尾野診療所 82-0017
○鶴見医院 73-0553
○村岡歯科医院 62-0601
□ポポロ薬局 63-4630
□高尾野会営薬局 64-2110
□会営薬局阿久根店 72-5060

○飯尾医院 88-5040
○市川医院 63-3151
○来仙医院 84-2005
○しみずこども医院 68-0633
○黒木医院 75-0200
○徳森歯科医院 67-3608
□第二緑調剤薬局 63-1177
□スマイル薬局 84-2430
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎キッズ健康教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○吉井中央病院 62-3111
○いまむらクリニック 73-1700
○ちゃえん歯科 67-2325
□長島調剤薬局 64-5555
□マリン薬局 63-6678
□市民調剤薬局 68-0150
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎巡回みんなの保健室
（長島町開発総合センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎特定健診・胃がん検診、
39 ヘルスチェック
（平尾小学校体育館）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○恒吉医院 82-0048
○平田整形外科クリニック 62-8801
○門松医院 64-6100
○徳森歯科医院 67-3608
□しおかぜ薬局 88-6011
□ひまわり薬局 62-6070
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎献血（鷹巣・指江）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●８月 11日は山の日です。
　山の日は「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


